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地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金
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◦農村部は、一軒ごとに離れているところ
が多く、近所の変化が分かりにくいの
で、月１回の顔合わせで元気な様子を確
認し、時宜を得た話題で情報交換。少し
汗ばむくらいの運動で身体をほぐし、お
しゃべりすることで言葉が滑らかに出て
きます。

◦独り暮らしや近所付き合いの少ない会員
は交流から故郷のお国なまりが出て、地
域行事や伝統食などの話が出来るように
なりました。

◦回覧板での周知には協力がありますが、
参加の増加には至っていない状況です。

◦体操指導をしている会員が健康のために
覚えたことを、｢少しの人数でも一緒に
身体を動かせたら」と、｢ご近所の歩か
ない、動けないという方々と体操とお
しゃべりの時間を共有することで、地域
の寝たきり予備軍の防止になるのではな
いか」と声を掛け合って始まりました。

◦お金をかけなくても、楽しみながら身体
のストレッチを試みることで地域の良い
影響が生み出せたらとの思いがありま
す。

◦人数が増えたら、青空の下でやること
も考えており、少人数での開催時には
DVDの模範演技を見ながらなど工夫を
取り入れていきたいです。

 2 河和田いきいきサロン
サロン運営団体 河和田いきいきサロンの会

開催日及び開催頻度

月１回（水または日曜日）
13：30～15：00

開 催 拠 点 水戸市河和田町会員宅

代 表 者 氏 名 棯﨑　ひろ子

１回の参加人数 ８名

参 加 費
（１人１回あたり） 100円

広 報 方 法 町内会回覧(月１回）
チラシ
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